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 鴨島RC 阿波池田RC

来週、例会終了後 理事会を⾏います。

◎幹事報告

劇団四季 ミュージカルのご案内
ロータリーの友 5月号
高知地区大会記録誌

皆さま、こんにちは。本⽇も例会にご出席いただきまして、ありがとうございます。
今⽇の新聞に美馬市の候補のポスターがぼかしを入れて載っておりました。  今回
からポスターのサイズが国政選挙と同じサイズでもいいといういことになりまして、
従来のA3サイズとくらべて新しいサイズは横に10センチ大きくなります。従いまし
て印刷代が高くなるので、資⾦⾯で苦しいので多分、選管にどうにか補助をして欲し
いんじゃないかという感じの記事が載っておりました。私は印刷屋なので今回の改正
は売上アップになりましたが、選挙はお⾦がかかりますね。まして、SNSを利⽤して
の訴えなど多岐にわたる方法も増えてきますね。SNSといえば、インスタやユー
チューブなどで逆にお⾦を稼いでる方が⾝近におりまして、わたしの孫は中学校⼀年
生ですが、同級生の男の子がユーチューバーでして12万人くらいフォロアーがいる
みたいで、毎月最低３万円以上から多いときは12万〜15万円くらいあるそうです。
すごいですね。皆さんのお子さんや孫さん全てのお子さんが大人も同じくスマート
フォンを⼿放せない時代になっております。子供の依存症が怖いですね。北欧諸国で
は、児童・若者のメンタルヘルス悪化や集中⼒低下を防ぐため、学校でのスマート
フォン使⽤禁⽌やSNS利⽤制限が急速に進んでいます。⽇本もそうなってゆくだろう
と思います。話があちこちとんですみません。これで会⻑挨拶にさせていただきま
す。本⽇もどうぞよろしくお願いいたします。

◎会⻑挨拶

脇町ロータリークラブ

◎メークアップ
4/18 美馬RC20周年 遠藤会員、須藤会員、細川会員
4/22 ⾦沢RC例会 古川会員



卓話
⽥北会員

◎プログラム

皆さんこんにちは。本⽇のテーマは、実はAIに考えてもらいました。ロータリアン
というキーワードを入れたところ、「変化の時代を生き抜いてきた私たちの共通点」
というテーマを提案してくれました。タイトルはなかなかかっこいいのですが、中⾝
の方は私が考えましたので、どうかご容赦ください。AIはこう言っています。「本
⽇ここにいらっしゃる多くの方は、⽇本が成⻑し続ける時代と成熟する時代の両方を
実際に経験されている、世界的ににも珍しい世代です」と。なるほど、確かにそうだ
なと思いました。それでは、昭和・平成・令和の三つの時代を振り返りながら、お話
を進めてまいります。皆さん、昭和の時代を思い出してみてください。あの頃情報と
いうものが今とは比べ物にならないほど少なかった。取引先の信⽤を調べようにも、
帝国データバンクや東京商工リサーチを頼りにしながら、あとは噂や聞き合わせに頼
るしかありませんでした。それでも経営者の皆さんは、その限られた情報の中で取引
するかしないかを決断し続けてこられた。また、こんな言葉が似合う時代でもありま
した。プライドよりも大事なものがある。家族のために、従業員のために、頭を床に
擦り付けてでも仕事を取ってくる。そういう気概が当たり前だった時代です。効率は
わるかったかもしれません。しかしその分、人間としての⼒が深く鍛えられた。昭和
の時代は人間が鍛えられた時代だった、私はそう思っております。次に平成です。バ
ブルの頃、銀⾏員は担保となる不動産の価値が上がるたびに経営者のもとへやってき
ました。経営者が銀⾏からの資⾦で株を買い、また株が上がっていく。当時の経常利
益は今の五分の⼀程度しかなかったにもかかわらずです。しかし、バブルは崩壊しま
した。その後の平成は低成⻑・デフレ・リーマンショックと、まさに試練の連続でし
た。この時代が私たちに教えてくれたことは、右肩あがりは永遠ではないという現実
です。そしてもう⼀つ、コンプライアンスや職業倫理の重要性です。ハラスメントと
いう言葉が広まり、企業不祥事により市場退場も増えました。なんでもありではいけ
ない。信頼を積み重ねることが、⻑く続く仕事の⼟台になる平成はそれを教えてくれ
た時代だったと思います。そして今、令和です。デジタル化・AI・キャリア転職の
時代。若い世代の価値観も大きく変わりました。終⾝雇⽤は過去のものとなり、⾃分
のカキャリアを買ってくれる会社があれば転職するという考えが当たり前になってい
ます。コロナショックは働き方をも⼀変させました。テレワーク、フレックスタイ
ム、リモート会議、パソコン⼀台あれば仕事ができる時代です。かつて瓶ビールを囲
んで飲め飲めとやっていたあの光景は、今や遠い昔のように感じます。若い世代との
コミュニケーションに⼾惑うこともあります。しかしだからこそ、変わらないものの
価値が際⽴つのではないでしょうか。明治生まれの教育者・遠井先生が説いた無償の
愛とは「愛するから愛してくれ」でも「これをしてやるから、これをくれ」でもあり
ません。⾒返りを求めず、ただ相⼿のことだけを思うこと、それこそが真実の愛であ
る。この話を聞いて私はまさに脇町ロータリークラブの姿だと感じました。何か求め
るわけでもなく、ただ奉仕の精神を持って毎週集まり、語り合い地域の為に動いてい
く。その姿を私はこの三年間目の目の当たりにしてまいりました。時代は変わりま
す。昭和・平成・令和と、社会の姿も価値観も大きく変わってきました。しかし、人
が人を思う気持ちは変わらない。AIから学んだその⼀言を本⽇の締めくくりとさせ
ていただきます。ご清聴ありがとうございました。



☆次の会員は例会⽋席でした。
   ⾜⾕会員・⼩野会員・兼⻄会員・上柿会員・岡本会員・⽊下会員・笠井稔史会員 
   武田会員・⻄村会員・橋本会員・秦会員・三⾕会員・川原会員・千葉会員
 吉野会員・細川会員・佐藤順二会員

☆次回例会の出⽋を 佐藤直樹出席委員⻑まで連絡してください。

◎次回プログラム

◎次回例会
南会員

◎ニコニコボックス

2026年 5月 7⽇（⽊） 12︓30 〜  清月屋敷


